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知立市文化会館建設の経緯
知立市文化会館建設以前の当市における文化施設をめぐる状況

・(舞台)芸術の練習・鑑賞・発表等に特化した専用の文化施設なし
・公民館等既存の文化施設も専用の文化施設に比して不完全な設備
・総客席数が 300を超える大規模な催事の鑑賞・発表が不可能
・地元伝統芸能である山車 。文楽からくりの発展・継承の必要性

文化活動の固定化
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建設計画着手

「市民ホール建設検討委員会」設置 (平成 6年)

有識者らを中心とした委員により構成され施設の設計を検討

, 文化会館設計
_。「市民ホール建設検討委員会」により建設基本構想策定
・基本構想を公募による市民の委員を中心とした「市民ホール活用協議会」(平成 8年設置)

におし.ヽ て審議等を重ね、基本構想に施設利用者からの意見を付与
・プロポーザル方式により設計業者確定

市民参加
「市民ホール活用協議会」により施設利用者としての立場からの意見を施設設計に反映さ
せるとともに、広く市民の意見を求めるため、パネルディスカッションを開催 (平成 9年)

・  し、また市内各所に文化施設建設についての意見箱を設置。

"総工事費内訳
支 出 財源内訳

項  目 金 額 (千円) 項  目 金 額 (千円)

用  地  費 1,093,924 県費支出金
(県補助金)

247,900

建  設  費 5,810,490

建  築 3,223,500

機械設備 945,000 地域総合整備
事業債

5,595,600
電機設備 556,500

舞台機構 558,600
文化施設建設基金 1,071,238

舞台照明 348,600

舞台音響 178,290

一般財源 927,988

外 構 工 事 費 309,156

附 帯 工 事 費 105,604

設計・監理費 197,979

備 品 購 入 費 313,966
プロポーザル 11,607

総 計 7,842,726 総 計 7,842,726
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知立市文化会館建設略年表
年 月 日 事  項 備  考

昭和59年 3月    第三次知立市総合計画 ホール等の検討位置付け
昭和63年 6月    市民ホール等調査専門部会設立

平成 3年 7月    市民ホール研究市民会議設立

平成 4年 11月    議会市民ホール建設特別委員会設立

平成 5年 4月    第四次知立市総合計画 文化拠点施設の建設位置付け
4月 15日  市民ホール建設研究委員会設置 (庁内)

平 成 6年 6月 10日  市民ホール用地上重原地区の土地改良区内に決定
(6月 議会市長表明)

6月 18日  「市民ホールと地域文化を考える」シンポジウム開催
知立市中央公民館 300名参力日

10月  1日  市民ホール建設検討委員会設置
平成 7年 9月  1日  市民ホール建設基本構想策定(建設検討委員会)

11月 30日  市民ホール設計者選定委員会設置
平成 8年 4月  3日  市民ホール建築設計プローポーザル実施

応募要領の発表 参カロ意向確認通知
5月 13日  質疑締切
6月 14日  応募作品締切
7月  5日  第一次審査
7月 12日  市民ホール活用協議会設置

公募による一般市民等により施設・企画運営面等を研究
7月 19日  第二次審査 公開ヒヤリング
8月 19日  最終審査
8月 20日  発表 最優秀 (株)日 本設計名古屋支社
9月 30日  基本設計委託
10月  1日  市民ホール施設設計・運営計画委員会設置

平成 9年 7月 11日  実施設計委託
平成10年 6月 25日  着工
平成12年 3月 24日  竣工(建築)

6月 30日  竣工 (外構)

7月 25日  開館


